別紙１
環境委員会・緑化委員会　
合同特別セミナー
～緑化によるCO2固定の可能性～

石灰石鉱業協会
14:00～15:20　「ライフサイクルから考える緑化工事の環境負荷と炭素固定の評価」
～LCA（ライフサイクルアセスメント）の基本的な考え方と緑化工事に求められる機能の整理～
・・・東京農業大学 地域環境科学部森林総合科学科　准教授　橘 隆一　先生
15:20～15:30
休憩
15:30～16:30　「ITを活用した露天掘り石灰鉱山周辺の二酸化炭素吸収能と洪水調整機
能の可視化システムの構築」
・・・岩手大学　名誉教授　大塚 尚寛　先生
16:30～17:00　質疑　及び　ディスカッション
17:15～
　懇親会
以上
別紙２
ライフサイクルから考える緑化工事の環境負荷と炭素固定の評価

～LCA（ﾗｲﾌｻｲｸﾙｱｾｽﾒﾝﾄ）の基本的な考え方と緑化工事に求められる機能の整理～
東京農業大学　准教授　橘 隆一
日本の山地では，自然災害や道路，鉄道，ダム，送電線の敷設といったインフラ整備に伴って，地盤の切り取りや盛土による斜面，いわゆる法面が普遍的に出現する。それらの法面は面積こそ大きいわけではないが，人間活動の領域と自然界の領域との狭間に位置するため，両者の連続性を考慮する上で果たす役割は重要となる。このため，法面を緑化する場合には，土砂移動防止機能，景観保全機能，環境保全機能，生物多様性保全機能，加えて近年では炭素固定機能まで求められるようになってきた。しかし，法面緑化工事に際しても何らかの環境への負荷が伴う。緑化工の施工に伴うCO2排出量の定量的な推計は，緑化後の植物バイオマスと生育基盤による正味のCO2固定量の適切な評価にもつながる。
そこで，法面緑化工のライフサイクルアセスメント（LCA）として，緑化基礎工2工種，植生工1工種について，工種毎のCO2排出量とエネルギー消費量を算出した。さらに，この緑化工事に伴う環境負荷量の定量的な推計結果をもとに，緑化後の植物バイオマスと生育基盤による正味のCO2固定量の推計を試みて，炭素収支について検討した。
ITを活用した露天掘り石灰鉱山周辺の
二酸化炭素吸収能と洪水調整機能の可視化システムの構築
岩手大学　名誉教授　大塚 尚寛
国内で自給できる数少ない鉱産資源である石灰石の露天採掘場は、その大部分が森林地域に存在する。そのため、地球温暖化に関連して、採掘区域に生育している森林の伐採に伴う二酸化炭素（CO2）吸収能の喪失や修復緑化によるCO2吸収機能の回復・再生を予測・評価することが必要になってきている。さらに近年では、これまでに経験したことのない豪雨が国内各所で毎年頻発していることから、森林が有する洪水調整機能についても、採掘に伴う機能低下や修復緑化による機能回復について、事前に予測評価することが重要になるものと思料される。一方、近年のIT（情報技術）の急速な進展に伴い、情報の可視化「見える化」があらゆる分野で進んでおり、資源開発分野においても、情報の可視化技術の導入が期待されている。
そこで本研究では、露天採掘場周辺の植生・地形状況、対象地事業計画などの情報を、GISでデータベース化するとともに、露天採掘場地域の開発に伴い変化するCO2吸収能および洪水調整機能を推定する方法ならびにその機能を3D地形モデル上にオーバーレイすることで、視覚的に把握できるシステムの構築について検討した。
